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IAVE日本代表からご挨拶: 豊田寿子

暑さ厳 しい折､会員の皆様にはますますお

元気でご活躍のことと察 します｡

さて､第 1号 IA VEニュース ･レターを

お届けします｡会員相互の有益な情報源 とし

て､今後一層紙面の充実を計 っていきたいと

考えます｡ご意見 ･ご感想など是非お寄せ下

さい｡

ベルIAVE会長のメッセージ
 
NewsletterBoletin
 

(IAVE ■90年 1 ･4半期会報掲載) 

1990年を迎えるに当たって､これからの 

10年がボランテ ィア活動の価値についての

認識が新たにされ､更に深められる 10年 と

なりますよう､お祈 りする次第です｡ 

1989年を振 り返 りますと､ IAVEは幾

多のボランテ ィア活動分野について特筆すべ

き経験をしました｡これらを列挙 しますと､

◎スイスにおいて lAVE会員の ミリアム ･リュ

ー女史を中心 としたボランテ ィアグループ

がベルンのイスラエルTrainingHospital

でボランテ ィアプログラムを開始 しました｡ 

◎IAVE極東担当理事､岩原泰子女史を中心 と

した日本病院ボランティアの活動｡慶応病

院でのボランテ ィア活動は日本における病

院ボランテ ィア活動の方向を示 してお りま

す｡ 
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1990年 7月

◎フィジーでは ⅠAVE理事のフィジー社会福祉

協議会 (FCOSS)理事であるハッサン ･カー

ン氏の努力でフィジーのボランティアの人

たちの働きが認められて表孝三されました｡

◎イスラエルにおいては､避難民入植プロジ

ェク トやキビツ (集団農場)で働 くボラン

ティア､若いアラブ婦人に対する文盲教育

プロジェク トで働 くボランティアの人々は

永 く記憶に残るで しょう｡

◎コロンビアのボゴタにもいては､IAVEの働

きで勤労に関する教育について､国民会議

の開催が実現 し､エクア ドルでは平和 と協

調を実現する運動を全地域で進めるために 

CONCIENCIA(荏 :良心 という意味のスペイ

ン語)組織を創設 しました｡本年に入 り､

我 々は特に 3人の IAVE会員の素晴 らしい働

きを採 り上げたい｡

◎ケン ･アレン氏は IAVE募金担当副会長 とし

て世界規樺での募金委旦会を開催 し､その

実行の過程で IAVEの理念､目標および戦略

を打ち出 しました.

◎フォスター ･マーフィー氏は ⅠAVE理事 とし

てIAVEのプログラムの支援､特に研修のた

めの会議内容についての支援に当たりまし

た｡

⑳メイベス ･トンペイン女史は､IAVEの定款

や内規の作成に多大の貢献をしました｡

最後に､IAVEの皆様のボランテ ィア活動の拡

充 と理解を深めるための働きに対 し､激励の

言葉をお送 りします｡

『勇気を持ってください｡皆さんのな､さっ

ている働きに喜びを持ってください｡』
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第 11回 L IV E 世界ボランティア会

三削ま､来る9月 9日～ 14日､フランス ･バ

リで .約 50ヶ国 .250名の参加で開催さ

れる予定です .

今迄と少 し形を変えて ｢パー トナーシップ｣

というテーマで研究会講を行 うことになりま

した .さらに､この唯一のテーマをA､ Bの

グループに分け Aは理論的な考察を希望する

各組比の指導者の方々のもの､ Bは現場で

｢パー トナーシップ｣について考えたい方々

のものとなっています .

第 10回ワシントン会誌に続き .今回も日本 

IA V Eのメンバーの塩田 .松本 .請井､各

＼_. 氏からの寄付により 2人の学生がスカラーシ

ップの i LE.潤をうけ私どもと一緒に LIVEバ

リ会誌に出揃できることになりました .

0 ノヾ リ 会 言出

この 2名の学生をご紹介します｡

背戸裕子さん

背戸裕子さんは現在明治学院大学国際学即､

国際学科に在学中の 3年生です. 1986咋

シドニー会乏削こ奉加されたのを機会に IAV 

Eのメンバ -になり青年海外協力協会やその

他色々なボランティア活動に関わっている伯

母様 .符戸明子さんの影k iu!もあり応# f J:さい

ました｡随等者の為のボランティア活動をi d

して色々な串を学びたいと言う夢を持ってい 

⊥~)'Ut

牧野和事さん

牧1 n和事君は現在明治学院大学社会学臥F 社

会福祉学科に在学中の 4年生です｡大字のプ

ル トンで幕張を知 りゼ ミの教授からのT i.E純も

あり応葬なさいました .YMCAで E ]本譜の

ボランティア.チューターとして多くの災r J:

った人々と出会い.その人々の生 き方､l uL他

校を学び､日本人として自分自身にも改めて

問いかけをしてみたいそうです｡



LAVE1987開 1回太平洋朋会議


報告書 完成
 
1987年11月 4日から 7日までの 4日間､名

古屋において開催された rIAVE 1987年

第 1回太平洋地域会読Jの報告番が完成 しま

した.内容は､この会談のテーマ r人間-

その盟かさを求めて･･････アジアのボランティ

アに学ぶJに沿って拐処されています.

会読以来､長い籾問をかけて娼処されたも

のだけに.会誌で行われたプレゼンテーショ

ンの全てが､日本冨lL 吉の両方で純真止され;と英三

ていますから､日本およびアジア火中洋地域

のボランティア招劫の尖協や考え方を理解す

ーヽ_ るのに粒通です.また､英吉Z吾でE]本のボラン

ティア活動を紹介 したいときにも仕えます｡ 

A4判､261ページ､去紙カラー､本文 1

也.頒布価格 2,500円(送料込み ).ご希望の

方は､iAVE日本lif扮局までお申込下さい｡

入 会 ｣犬 況
1990 ･7 ･末 日現在
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斎藤美也子
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長谷川純子 偵 ひさ恵
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とみ

愛知県 大角 佳生 塚田 功

器二EEl 寿子 請井 和子

三§ 封を兼寿局 便 り 富

加説局役員は､3月24日に開催された ｢三弦立に

凶する会議｣を受けて毎月 lE]定例会誌を行な

っていま｡結上討証された件について､田並で

すがお知 らせします. 

4月 21日 4:00P.帆.-

I｢ⅠAVE日大設立に関する会談 ｣で決証された

訴訟局一任案件に関し､鋭約 ･事業計画 ･予

算 (会出)を含め朽枚討後､太文を作成

･会計にLuする諸畔脈確認 (口座L"】誰､印鑑作

成等)

･小説局作業にLuする誠松帆砧比 

5J1112日 lU:Uu .̂M.･一

･会計にLuする畔肌完了稚岱

･｢lAVE入会ご案内｣苑送

･バ リ会誌一参加老 ･奨学生選考状況柁岱

･ニュ-ス ･レターは混内容映討 

6月はお休み 

7月 14El lD:OD .̂M.1､

･入会煎望話の入会承認手拭及び確認

･名 -古屋会談 (一87/11月)実行委員/後は -B宛

ご協力披斬文台の作成

･ニュース ･レク-の記加流jR 

8月 25日 11:OO .̂M.- (予定 )

･バ リ全誠一敢縫確比及び徹底

･会員増大についての討議

★如説局役員★

代表 生田寿子

刑代表 松太郎比 / 揃ひさ恋 

jIEi!記 神戸 m子

会計 奈ガl知美

監如 近藤拝成

れてlAE _f ･'V睦火代衷拙 ]Iとして､XLX泰子

如祇局住F-97は､

〒248神奈川県鎌倉市J炊越 513-19-2Ol

松太繁雄方 TEL/FAX O467132-1549

▼どうぞよろしくおWlい申し上げます｡◆


